
劇場・音楽堂等バリアフリー化チェック表（施設編） 

 

箇所 チェック項目 チェック 

最寄り駅から

のアクセス 

・車いす利用者が最寄り駅から施設までアクセスする２つ以上の

ルートが確保されている。 

 

・劇場、駅だけでなく周辺の商業施設や他事業所と連携したアク

セシビリティ・マップを作成している。 

 

車寄せ 
・タクシーや車寄せが建物入り口付近に設けられている。 

 

・タクシーや車寄せから雨にぬれず段差なく建物内に入ることが

できる。 

 

・開場前に施設内で待つ場所（ロビー等）が確保されている。 
 

駐車場 ・車いす駐車場が建物入り口近くに複数台あり、雨にぬれず段差

なく建物内に入ることができる。 

 

・駐車場発券機は誰でもスムーズに手の届く高さに設置されてい

る。 

 

・手が不自由等の理由で駐車券をとることができない方に対して

対応ができている。 

 

・地下駐車場等からエレベーターや玄関入り口の間には段差がな

く、スムーズに入ることが出来る。 

 

動線 

サイン 

・施設内（敷地内・建物内）全域にわたって段差なく誰もが移動

できる（段差がある場合でも、解消できる計画になっている）。 

 

・入口から案内や受付まで点字ブロックが設置されている。 
 

・障害者や高齢者を支援するサービスのシステムがある。 
 

・一般動線に近接して、車いす利用者動線がある（一般動線と車

いす動線が離れていない）。 

 

・エレベーター乗り口、内部、降りた場所等にもサインやピクト

グラムが設置されている。 

 

・持ち運び（持ち帰り）ができる施設案内の触知図がある。 
 



客席 ・車いす席ないし車いす席になりうる十分な席がある（全席数の

0.5％程度）。 

 

・車いす席が各レベルにある（料金区分の異なる複数の席から選

択できる）。 

 

・車いす席前方の人が立ち上がった場合でも、車いす席のサイト

ラインは確保されている。 

 

・客席内通路に手すりやつかまり棒等を設置している。 
 

・視覚障害者などが触って空間を把握できる客席の立体模型があ

る。 

 

避難訓練等 ・避難訓練公演等の機会に、車いす利用者も含めた避難訓練やシ

ミュレーションを実施している。 

 

特別鑑賞室 
・特別鑑賞室（多目的鑑賞室、親子室）を設けている。 

 

ビュッフェ・ 

ホワイエ 

・カウンター、テーブルは車いす利用者に配慮した高さ・構造に

なっている。 

 

・車いす利用者からもメニュー表及びカウンター上の品物を見る

ことができる 

 

・聴覚障害者用にメニュー・ボードがある。 
 

エレベーター

と段差解消機 

・非常時にエレベーターが停止した際、聴覚障害者が外部に連絡

をできる設備を用意している。 

 

・階段昇降機、リフターの積載重量は、余裕を持ったものを設置

している。 

 

・手動式の階段昇降機を備え、常に使い方研修をしている。 
 

多機能トイレ 
・多目的トイレ、多機能トイレを設置している。 

 

・多目的トイレ、多機能トイレを各階レベルに設置している。 
 

・多目的トイレ、多機能トイレだけでなく、簡易型多機能トイレ

も設置している。 

 



楽屋・舞台 
・楽屋入口に段差がない。 

 

・楽屋エリアに多目的トイレが設置されている。 
 

・楽屋の扉が引き戸になっている。 
 

・楽屋内に聴覚障害者用に呼出サインランプ等の表示がある。 
 

・バリアフリー楽屋を設けている。 
 

・楽屋から舞台に段差なしでスムーズに移動できるようになって

いる。 

 

・車いすでも客席から舞台に段差なく行ける動線がある。 
 

 


